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このメールマガジンは群馬産業保健総合支援センターのホームページに掲載された新着情報や 

その他の産業保健情報について配信しています。 
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平成２７年度群馬産業安全衛生大会が開催されます 
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平成 27 年度群馬産業安全衛生大会の開催日程が決まりました。  

日  時 ： 平成 27 年 7 月 1 日（水） 午後 1 時〜 

場  所 ： 前橋市民文化会館 大ホール（前橋市南町 3 丁目 62 番地 1） 

内  容 ： 第一部 表彰式  

群馬労働局長表彰、群馬労働基準協会連合会長表彰、各災防団体長表彰 

第二部 特別講演 「200 年続く安全文化の継承と発展―デュポン社のアプローチ―」  

講師 林 隆一 氏（デュポン株式会社 常務執行役員技術開発本部長） 

 

＊当日は当センターも会場に相談コーナーを設置しておりますので、お気軽にご相談ください。 
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産業保健基礎講座 
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前回は、衛生管理者の選任についてご紹介しました。 

今回は、健康診断についてご説明いたします。 

(1)健康診断の基本 

  労働安全衛生法で事業者に実施が義務づけられている健康診断の基本 

  ①健康診断の実施は事業者の責任であること 

 

 



  ②健康診断は判定を含め医師が行うこと 

  ③健康診断の実施方法(健診項目等)は、厚生労働省令の定めによること 

  ④健康診断は事後措置等が行われることに意義があること 

(2)健康診断の種類 

  一般健康診断・・・労働安全衛生法第 66 条第１項に定められた健康診断で、労働者の一般的

な健康状態を調べる健康診断。 

  特殊健康診断・・・労働安全衛生法第 66 条第 2、3 項に定められた健康診断で、じん肺法第 3

条に定められている健康診断を含めていう。労働衛生対策上、特に有害で

あるといわれている業務に従事する労働者等を対象として実施する健康診

断で、有害業務に起因する健康障害の状況を調べる健康診断。 

(3)一般健康診断 

  雇入時の健康診断・・・常時使用する労働者を雇い入れる際に実施。 

  定期健康診断・・・常時使用する労働者に 1 年以内ごとに 1 回実施。 

  特定業務従事者の健康診断・・・常時深夜業に従事する者等、安衛則第 13 条第 1 項第 2 号の

業務に従事する労働者について配置替えの際及びその後 6

カ月以内ごとに実施。 

     海外派遣労働者の健康診断・・・労働者を 6 カ月以上海外に派遣する際及び 6 カ月以上海外

に派遣した労働者を帰国させ国内の業務に就かせる際に実

施。 

     給食従業員の検便・・・給食従業員を雇い入れの際、当該業務へ配置換えの際に実施。 

  (4)特殊健康診断 

特殊健康診断の種類 対象業務等 根拠条文 

じ

ん

肺

法 

 

じん肺健康診断 

じん肺則別表に掲げる粉じん作業従

事者等（じん肺則第 2 条、同側別表） 

じん肺法第 3 条 

じん肺法第 8 条～第 9 条の 2

 

 

 

 

 

 

 

労 

 

働 

 

安 

 

高気圧業務健康診断 高圧室内業務又は潜水業務 

（安衛法施行令第 22 条第 1 項第 1 号）

高圧則第 38 条 

電離放射線健康診断 エックス線、その他の電離放射線にさ

らされる業務（安衛法施行令第 22 条

第 1 号第 2 号） 

電離則第 56 条 

鉛健康診断 鉛等を取扱う業務（安衛法施行令第

22 条第 1 項第 4 号） 

鉛則第 53 条 

四アルキル鉛健康診断 四アルキル鉛の製造（安衛法施行令

第 22 条第 1 項第 5 号） 

四アルキル鉛則第 22 条 

有機溶剤等健康診断 屋内作業場等（第 3 種有機溶剤は、タ

ンク等の内部に限る）における有機溶

剤業務（安衛法施行令第 22 条第 1 項

第 6 号） 

有機則第 29 条 



全 

 

衛 

 

生 

 

法 

特定化学物質健康診断 1.安衛法施行令第 22 条第 1 項第 3 号

の業務（石綿等を取り扱い、または

視線研究の為製造する業務を除く）

2.安衛法施行令第 22 条第 2 項に掲げ

る物（石綿等を除く）を過去に製造

し、または取り扱っていたことのある

労働者で現に使用しているもの 

特化則第 39 条 

同則別表第 3、第 4 

石綿健康診断 1.石綿等の取り扱い、または試験研究

の為の製造に伴い石綿の粉じんを 

発散する場所における業務 

2.過去に石綿等を製造、または取り扱 

いに伴い粉じんを発散する場所に 

おける業務に従事させたことのある 

労働者で現に使用しているもの 

石綿則第 40 条 

歯科医師による健康診断 安衛法施行令第 22 条第 3 項に掲げる

業務 

安衛則第 48 条 

※下記の「行政指導による健康診断」を特殊健康診断に含める事があります。 

※エチレンオキシド、ホルムアルデヒドの製造取り扱いの業務については、6 カ月以内ごとに 1 

回の一般健康診断が必要。 

※特殊健康診断の結果について、一般健康診断と同様、平成 18 年 4 月 1 日より労働者への

通知が義務づけられました。 

 （5）行政指導による健康診断（指導勧奨） 

    ＶＤＴ健康診断、騒音健康診断、腰痛健康診断等、計 30 の業務について、行政指導による健

康診断が定められています。 
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産業保健セミナー（６・７月）のご案内 
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  当センターの産業保健セミナー（６・７月）を掲載します。 

  受講料・教材費は無料です。 

＊セミナーは、できるだけ計画通り実施したいと考えていますが、電力事情や会場等の都合 

により、研修の中止や日程・会場の変更をすることがあります。 

   申し込み後の変更については、ＦＡＸまたはメールにてご連絡致します。 

☆お申し込み・詳細につきましてはホームページをご覧ください☆ 

    ⇒  http://www.gummasanpo.jp/seminar/index.html 

 

日 程 テーマ 開催場所 



☆産業医研修 

６月３０日（火） 『 職場におけるメンタルヘルス対策 』 前橋テルサ

７月 ９日（木） 
『 最近の労働衛生関係法令の動向 

〜ストレスチェック制度を中心に〜 』 
前橋テルサ

７月１６日（木） 『 作業環境改善の考え方・進め方 』 前橋テルサ

☆メンタルヘルス対策セミナー 

６月２４日(水) 『 心理カウンセリングの基礎と応用① 』 センター 

６月３０日(火) 『 職場におけるメンタルヘルス対策 』 前橋テルサ

７月 ８日(水) 『 心理カウンセリングの基礎と応用② 』 センター 

７月１０日(金) 
『 人間関係＆仕事を円滑にすすめるための 

アサーション･トレーニング（上手な自己表現） 』 
センター 

☆作業環境管理セミナー 

６月 ２日（火） 『 社内で労働衛生教育〜考え方・進め方〜 』  センター 

６月１８日（木） 
『 簡易測定器を使った労働衛生の 3 管理 

（作業環境管理・作業管理・健康管理） 』 
センター 

７月１６日（木） 『 作業環境改善の考え方・進め方 』 前橋テルサ

☆法令解説 

７月 ９日（木） 
『 最近の労働衛生関係法令の動向 

〜ストレスチェック制度を中心に〜 』 
前橋テルサ
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４・５月のセミナー結果 
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◎産業医研修 

テ ー マ ：  『産業医の職務』 

開催日時 ： 4 月 22 日（水） 15：00～17：00 

会   場 ： 群馬県公社総合ビル １階西研修室 

講   師 ： 真下 延男（群馬産業保健総合支援センター 所長） 



参 加 者 ： 26 名 

内   容 ： 産業医には「働く人の健康確保」をするため、労働衛生（産業保健）に関する専門的

知識・経験に基づく労働者の健康障害の予防のみならず、労働者の心身の健康の

保持増進、さらに快適な職場環境の形成に関する助言、指導等が期待されていま

す。 

産業医の職務としては労働衛生の3管理（作業管理、作業環境管理、健康管理）が

最も基本的なものですが、これらを十分に果すための基本は職場巡視と健康診断

及び事後措置です。巡視については職場に数多く訪問し、視力、聴力、臭覚等の

五感を十分に働かせる必要があります。健康診断も大切ですが何としても事後措置

が必要です。         

参加者からは「今後の診療に活かしたい」等の意見を得ました。 

 

テ ー マ ：  『熱中症について～予防と対策～』 

         『熱中症について〜WBGT の測定と測定値の取扱及び対策〜』 

開催日時 ： 4 月 28 日（火） 15：00～17：00 

会   場 ： 前橋テルサ ８階けやき 

講   師 ： 中村 保子 相談員（群馬産業保健総合支援センター 産業医学担当相談員） 

         大澤 武克 相談員（群馬産業保健総合支援センター 衛生工学担当相談員） 

参 加 者 ： 41 名 

内   容 ： 恒例の熱中症の研修です。熱中症は「第12次労働災害防止計画」の重点項目にも

取り上げられています。 

前半部分では、本格的な暑さを迎える前に予防の基本を再確認し、対処法につい

てお話しいただきました。 

後半部分では、熱中症の指標であるＷＢＧＴの測り方、測定値の取扱について実習

を行いました。また、現在行っている対策について、有効性等を検討しました。 

参加者からは「理解し易く、とても良かった」「大変参考になりました。大澤先生のお

話は、産業衛生の知識が身についた」等の意見を得ました。 

 

  テ ー マ ：  『健康診断の事後措置』 

開催日時 ： 5 月 7 日（木） 15：00～17：00 

会   場 ： 前橋テルサ 8 階けやき 

講   師 ： 藤田 晴康 相談員（群馬産業保健総合支援センター 産業医学担当相談員） 

参 加 者 ： 46 名 

内   容 ： 健康診断は以前は職業病の早期発見や高血圧、肺結核の診断が主な目的でし

た。最近はメタボ健診といわれる様に生活習慣病の予防に重点がおかれています。

また、メンタルヘルスにも注意が払われるようになりました。これらのことは一人ひとり

条件も異なり、健康診断後の各個人の事後処置が大切となります。 

参加者からは「就業区分と内容について具体的に話して下さり、知識として習得でき

た」「具体的で分かり易かった」「特定・特殊業務健診の考え方に時々迷うので、分

 

 



かり易かった」「健康診断における産業医の役割がよく理解できた」等の意見を得ま

した。 

 

◎メンタルヘルス対策セミナー 

テ ー マ ：  『メンタルヘルスの基礎研修〜４つのケア〜』 

開催日時 ： 4 月 30 日（金） 14：00～16：00 

会   場 ： 前橋テルサ 8 階けやき 

講   師 ： 鈴木 浄美 相談員（群馬産業保健総合支援センター カウンセリング担当相談員）

参 加 者 ： 27 名 

内   容 ： メンタルヘルス対策への取組は企業にとっての課題となっています。しかし、どのよ

うに取組んだらよいのか、また、取組み始めてみたがよく分からないという声も少なく

ありません。 

本研修では、労働者、管理監督者が行うセルフケア、ラインケアなど、メンタルヘル

ス対策取組への基本である4つのケアについてお話いただきました。 

参加者からは「基本的な知識だけでなく、その具体的事例や急所を分かり易く説明

できる為良かった」「講師の方の知識が深く、明快な講義でした。なかなかこのような

講師にはお会いできない」「会社で聞いた時より分かり易かった」「メンタルについて

の他社の事例などを聞き参考になった。特に若年層への対応は難しい」「大変分か

り易い説明で参考になった」等の意見を得ました。 

 

テ ー マ ：  『やる気スイッチを入れよう！！ 

〜新入社員のメンタルヘルス・５月病に負けないケア〜』 

開催日時 ： 5 月 27 日（水） 14：00～16：00 

会   場 ： 群馬メディカルセンター 2 階セミナールーム 

講   師 ： 大小原 利信 相談員 

（群馬産業保健総合支援センター カウンセリング担当相談員） 

参 加 者 ： 6 名 

内   容 ： 新入社員の方は新社会人となり１カ月余りが経過し、会社にも慣れてきた頃かと思

います。しかし、新しい環境になかなかなじめず不安や悩みを抱えている方もいると

思います。 

Ｇ．Ｗ明けから会社に出てこなくなってしまう人を5月病と呼び、昔は怠け病といわれ

ていましたが、最近では5月病もメンタルヘルス不調の一つと考えられています。 

本研修では新入社員のメンタルヘルス対策について、本人が行うセルフケアや上

司、同僚等がどのように対応したらいいかについてお話いただきました。 

参加者からは「隣の方と意見交換ができて良かった」等の意見を得ました。 
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関係機関の動き 
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１. 「平成 27 年度労働保険の年度更新」のお知らせについて」（群馬労働局） 

   平成２７年度の申告・納付は６月１日（月）から７月１０日（金）までに 

   事業主は、新年度の概算保険料を納付するための申告・納付（労働保険の保険料に関する法 

律第 15 条）と前年度の保険料を清算するための確定保険料の申告・納付（労働保険の保険料の

徴収等に関する法律第 19 条）の手続きが必要です。 

  労働保険の年度更新の手続きが必要な事業場に対しては、厚生労働省から、年度更新用の申 

告書類が 6 月 1 日（月）までに送付されます。 

  当該書類がお手元に届きましたら 7 月 10 日（金）までに申告・納付手続きを完了していただきま

すようお願い致します。 

  手続きが遅れますと、政府が労働保険料・一般拠出金の額を決定し、さらに追徴金（労働保険

料・一般拠出金の１０％）を課すことがありますのでご留意願います。 

 

   お問い合わせ先 

     群馬県労働局総務部労働保険徴収室 

       TEL 027-210-5001 

     または最寄りの労働基準監督署・公共職業安定所へ 

 

２.  「平成 27 年度中小企業最低賃金引き上げ支援対策費補助金（業務改善助成金）のご案内に

ついて（群馬労働局）」 

http://gunma-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/hourei_seido_tetsuzuki/kakushu_joseikin/gyoumuk

aizen_jyoseikin.html 

 

３.  「平成 26 年度定期健康診断結果について」（群馬労働局）   

http://gunma-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/library/gunma-roudoukyoku/toukei/saigai/yusho

kenritsu_H26.pdf 

 

４.  「平成 26 年度職場における熱中症による死傷災害の発生状況が公表されました」（厚労省） 

   http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000084785.html 

 

５.  ６月は全国労働安全週間の準備月間です。 

各労働基準協会では周知を図る為、下記日程で「労働安全週間趣旨説明会」を開催します。 

・６月 ４日（月） 館林          ・６月 ８日（月） 前橋 

・６月１１日（木） 太田、伊勢崎  ・６月１２日（金） 藤岡、中之条 

・６月１６日（火） 桐生、富岡    ・６月１７日（水） 高崎、沼田 

・６月１８日（木） 大泉、下仁田   ・６月１９日（金） 安中、松井田 

  ・６月２４日（水） 渋川 

   
☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・☆ 

☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・★・・☆・・☆ 

毎日暑い日が続いていますね。今時期は、新入社員の雇入時健康診断や定期健康診断の健診 



の受診時期かと思います。 

  新年度を機に「たばこを吸わない」習慣をスタートし、健康づくりの第一歩を踏み出しましょう！！

たばこは、肺がんや動脈硬化など、さまざまな病気のリスクを高めるだけでなく、周囲の人の健康も

脅かします。また、喫煙はニコチン切れによるストレスも生み出します。 

 ☆たばこを止める為の３つのポイント☆ 

①禁煙を先延ばしにしない。 

   必要なのは「挑戦する気持ち」です。たばこ、ライター、 

灰皿などの喫煙グッズは全て処分してしまいましょう。 

酒席は自制心が緩むので、避けるのが一番です。 

 ②禁煙薬を上手に使う。 

   ニコチン切れで苦しんだのは昔の事です。今は、禁煙 

薬（ニコチンパッチやニコチンガム、飲み薬）で「ラク」な 

禁煙が可能です。薬局や禁煙外来でアドバイスがもら 

えます。 

 ③気楽な気持ちで禁煙時間を延ばしていく。 

「もう 1 分だけ、吸うのを待とう」と言い聞かせながら、ど 

こまで記録を伸ばせるか、チャレンジ精神で楽しむのが 

継続のコツです。 

 吸いたくなったら体を動かして（散歩・体操・掃除など）、気をそらしましょう。 

 

=============================================================================== 

<<群馬産業保健総合支援センターメール配信サービス解除、変更はこちらから>> 
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